
堂
山
古
墳
群
と
久
米
田
古
墳
群
出
土
須
恵
器
の
検
討

植

野

浩

三

 

は

じ

め

に

大
阪
府
堺
市
大
庭
寺
遺
跡
の
調
査
に
よ

っ
て
、
日
本

に
お
け
る
最
古
段
階
の
須

恵
器
窯
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
大
庭
寺
遺
跡

で
は
、
窯
体
は
未
確
認
で
は

あ
る
が
、
二
基
の
灰
原
と
そ
れ
に
伴
う
須
恵
器
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
と
命
名
さ
れ
た
。
両
窯
は
、

こ
れ
ま
で
最
古
と
考

え
ら
れ
て
い
た
T
K
七
三
号
窯
跡
よ
り
も
古
相

で
あ
り
、
朝
鮮
半
島
に
よ
り
近
い

　
ユ

　

様
相
を
示
す

一
群
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
窯
の
須
恵
器
を
、

最
古
段
階
と
位
置
付
け
る
に
当
た
り
、

近
隣
に
所
在
す
る
O
N
;

二
一
号
窯
跡
や
、
T
K
七
三

・
T
K
八
五

・
T
K
八
七

号
窯
跡
、
ま
た

一
須
賀
二
号
窯
跡
等

の
資
料
を
検
討
し
て
、
各
窯
の
変
遷
の
妥
当

性
と
合
理
性
を
示
す
作
業
を
行
い
、
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
が
最
古
の
型

　　
　

式
に
相
当
す
る
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
各
窯
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
遊
離
し
た

遺
構

・
遺
物
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
須
恵
器
編
年
等
の
研
究
成
果
を
基
本
に

し

つ
つ
、
主
に
型
式
学
的
方
法
に
よ
っ
て
須
恵
器
の
変
化
を
追
い
、
そ
の
方
向
性

を
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
最
古
の
須
恵
器
窯
と
し
て
認
定

で
き
る
T
G
二
三
二
窯
跡
と
T
K
七

三
号
窯
跡
等
は
、
比
較
的
短
期
間
の
操
業
と
推
測
で
き
る
点
。
ま
た
、
最
古
の

一

群
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
い
た
T
K
七
三
型
式
は
、

一
須
賀
二
号
窯
跡
等
の
様
相

を
も
含
ん
で
理
解
さ
れ
て
い
た
点
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
初
出
期
の
須
恵
器
は
、

埴
輪
等
の
古
墳
関
係
遺
物

で
は
明
確
な
差
異
を
認
め
に
く
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
T

G
二
一二
一
・
二
三
二
号
窯
跡
と
T
K
七
三
型
式

の
新
旧
関
係
の
認
定
に
は
慎
重
な

見
解
が
今
な
お
存
在
す
る
。
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
や
O
N
一
三
=

・
T

K
七
三
号
窯
跡
は
、
同
時
期

に
併
存
し
て
系
譜
を
異
に
し
て
存
在
し
て
い
た
と
す

る
見
解
で
あ
る
。

こ
の
詳
細
は
前
稿

で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

最
古
段
階
の
須
恵
器
の
認
定
と
そ
の
後

の
変
遷
は
、
現
段
階

で
は
正
し
い
方
向

性
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
型
式
設
定

の
確
認
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
他
の
遺

跡
等
で
の
出
土
状
況
や
分
析
を
通
し
て

一
層
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。
し
た
が

っ
て
小
稿

で
は
、
初
期
須
恵
器
の
消
費
地
遺
跡
で
の
あ
り
方
を
検
討
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し
て
、
前
出
の
相
対
的
な
年
代
の
再
確
認
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
前
出
拙
稿
の
補
足
も
兼
ね
て
お
り
、
最
古
型
式
設
定
の
手
続
き
の
有
効

性
の
確
認
と
と
も
に
、
最
古
型
式
の
再
確
定
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

、
資
料
の
選
定
と
方
法

阪
府
堂
山
古
墳
群
と
久
米
田
古
墳
群

の
資
料
に
し
た
。
両
者
と
も
に
、
短
時
期
と

考
え
ら
れ
る
多
量
の
初
期
須
恵
器

(陶
質
土
器
を
含
む
)
が
出
土
し
て
お
り
、
出

土
状
況
も
あ
る
程
度
把
握

で
き
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
、
両
古
墳
出
土
須
恵
器
の

組
成
や
特
徴
を
整
理
し
て
型
式
認
定
を
行
い
、
最
古
の
須
恵
器
型
式
や
そ
の
後
の

須
恵
器
型
式
の
妥
当
性
の
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

最
古
段
階
の
標
識
と
し
た
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
や
T
K
七
三
号
窯
跡

の
須
恵
器
は
、
窯
跡
数
の
僅
少
さ
も
関
係
し
て
か
、
消
費
地
遺
跡

の
数
や
出
土
須

恵
器
の
数
量
は
非
常
に
少
な
い
。
小
稿
の
目
的
の
た
め
に
は
、
良
好
な
遺
構

で
か

つ
数
量
的

に
恵
ま
れ
た
消
費
地
遺
跡
が
望
ま
し
い
が
、
右
記
の
理
由
で
そ
の
数
は

限
定
さ
れ
る
。
須
恵
器
の
新
旧
関
係
を
確
定
す
る
た
あ
に
は
、
以
下
の
項
目
に

つ

い
て
充
足
す
る
も
の
が
理
想
的
で
あ
る
。

一
、
多
量
の
須
恵
器
が
出
土
し
た
遺
跡
。
二
、
須
恵
器
の
出
土
場
所

・
出
土
遺

構
が
限
定
で
き
る
も
の
。
三
、

一
括
性
や
短
期
間
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
も
の
。

四
、
遺
構
の
切
り
合
い
関
係
等

に
よ

っ
て
、
須
恵
器
の
新
旧
関
係
の
把
握
が
出
来

る
も
の
。
五
、
他
の
遺
物
に
お
い
て
須
恵

器
の
新
旧
関
係
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
る

も
の
、
で
あ
る
。
特
に
四

・
五
の
複
合
す

る
遺
構

に
お
い
て
そ
の
新
旧
関
係
が
認

め
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
最
良

で
あ
る
。

以
上
の
点
を
考
慮
に
入
れ
、
実
際
の
遺
跡
の
資
料
に

つ
い
て
選
定
し
た
が
、
す

べ
て
を
充
足
す
る
資
料
は
皆
無
で
あ
り
、

四

・
五
の
良
好
な
資
料
も
稀
少
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
回
取
り
扱
う
資
料
は
、

一
～
三
の
条
件
を
あ
る
程
度
満
た
す
、
大

二
、
堂
山
古
墳
群
の
資
料

堂
山
古
墳
群
は
大
阪
府
大
東
市
寺
川
に
所
在
し
て
い
る
。
河
内
平
野
に
西
方
に

張
り
出
す
丘
陵
の
先
端
部
付
近
に
七
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
先

端
部

に
初
期
須
恵
器
を
出
し
た

一
号
墳
が
、
他
の
古
墳

(後
期
)
と
約

一
〇
〇

m

　
ヨ

　

離
れ
て
単
独

で
存
在
し
て
い
る
。

一
号
墳
は
径
約
二
五

m
の
不
整
形
を
し
た
円
墳

で
あ
る

(第

一
図
)
。
墳
丘
裾
部
に
は
、
北
東
部

・
南
部

・
西
部
に
幅
○

・
八
～

二

・
O

m
の
周
溝
が
断
続
し
て
存
在
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
削
り
出
し
に
よ

っ
て

整
形
し
て
い
る
。
高
さ
は
約
四

m
を
測
る
。
墳
丘
裾
部
に
は
○

・
四
～
○

・
六

m

の
平
坦
部
が
あ
り
、
そ
こ
に
円
筒
埴
輪
を
設
置
し
て
い
る
。
円
筒
埴
輪
は
、
北
西

部

・
南
東
部
の

一
部
を
除
く
、
全
体
の
約
三
分
の
二
程
度
の
範
囲
で
原
位
置
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
六
九
本
に
な
る
。

主
体
部
は
墳
頂
部
の
や
や
東
側
に
お
い
て

一
基
確
認
さ
れ
て
お
り
、
墓
墳
の
中

に
組
合
式
箱
形
木
棺
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
墓
墳
の
規
模
は
、
五

・
三
×
三

・
六

m
を
測
り
、
推
定
木
棺
の
内
法
は

一
・
八
×
○

・
五

m
と
な
る
。
墓
墳
の
東
側
に
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第1図 堂山1号 墳墳丘図(網 部が須恵器出土地、●印は埴輪。註3文 献より)

は
副
棺
が
存
在
し
、
多
量
の
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
墓
墳
の
東
側
に

は
、
副
棺
を
覆
う
形
で
礫
を
集
積
し
て
お
り
、
部
分
的
に
二
～
三
段
積
み
上
げ
て

い
る
が
、
石
室
等
の
様
相
と
は
異
な
る
。

木
棺
は
全
体

に
わ
た

っ
て
撹
乱
を
受
け
て
お
り
、
原
位
置
を
保

つ
も
の
は
な
い

が
、
撹
乱
層
か
ら
勾
玉

一
点
、
管
玉

=
二
点
、
ガ
ラ
ス
玉
八
点
、
紡
錘
車

一
点
が

出
土
し
、
須
恵
器
の
醜

(二
二
)、
把
手
付
椀

(二
三
)
、
直
口
壺

(二
四
)
も
同

部
か
ら
の
出
土

で
あ
る
。
さ
ら
に
木
棺
の
南
北
部
で
短
剣
が
出
土
し
て
お
り
、
北

側
部

で
は

一
四
本
、
南
部
で
は

=

本
確
認
さ
れ
、
原
位
置
か
ら
多
少
移
動
し
て

い
る
が
、
比
較
的
ま
と
ま

っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。

副
棺
か
ら
は
、
三
角
板
革
綴
衝
角
付
冑
と
三
角
板
革
綴
短
甲
が

一
組
と
、
鉄
刀

一
八
本
、
鉄
剣
三
本
、
鉄
槍

一
本
、
鉄
矛

一
本
、
鉄
鍬

一
九
八
点
の
他
、
鉄
鍬

・

鋤
先
二
点
、
鉄
斧
五
点
、
鉄
鎌
五
点
、
錨
三
点
、
刀
子
六
点

の
多
量
の
鉄
製
品
が

出
土
し
て
い
る
。

主
体
部
撹
乱
層
出
土

の
須
恵
器
以
外

に
、
南
西
側

の
墳
丘
裾
部
よ
り
多
量
の
須

恵
器
と
、
高
杯
二
個
体
、
壺
三
個
体

の
少
量
の
土
師
器
が
出
土
し
た
。
埴
輪
列
内

側
の
二

・
二
～
○

・
七

m
の
範
囲
に
亘

っ
て
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
。
特
に
、

配
置
の
た
め
の
施
設
は
な
く
、
祭
祀
の
た
め
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
遺
存

状
態
は
比
較
的
良
好

で
あ
る
。

次
に
、
同
所
出
土
の
須
恵
器
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
出
土
須
恵
器
は
有
蓋
高

杯
蓋

=

個
体
、
高
杯

一
三
個
体
、
器
台
三
個
体
、
壺

一
個
体
、
甕
口
縁
部
四
個

体
の
他
、
甕
の
胴
部
片
が
二
個
体
存
在
す
る

(第
二
～
四
図
)
。

一65一



一
か
ら

一
〇
は
有
蓋
高
杯
の
蓋
で
あ
る
。
基
部
が
直
立
気
味

の
で
や
や
高
く
、

上
方
が
逆

「
八
」
の
字
形
に
開
く

つ
ま
み
を
有
す
る
。
天
井
部
は
半
円
状
に
盛
り

上
が
り
、
体
部
の
低
い
位
置
に
横
方
向
に
張
り
出
す
稜
が

つ
く
。
稜
は
鋭
く
張
り

出
し
、
端
部
は
丸
く
す
る
。
口
縁
端
部
は
、
平
坦

に
仕
上
げ
る
も
の
と
丸
く
納
め

る
も
の
が
あ
る
。
天
井
部
外
面
に
は
、
回
転
箆
削
り
、
あ
る
い
は
静
止
箆
削
り
に

よ

っ
て
削

っ
た
後
ナ
デ
を
施
し
、
削
り
の
痕
跡
を
不
明
瞭

に
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

一
・
二
は
、
そ
の
上
に
波
状
文

を
巡
ら
せ
て
お
り
、
二
は
二
重
の
凹
線

を
施
し
、
そ
の
中
に
二
重
の
波
状
文
が
巡
る
。
内
面

に
は
当
て
具
の
痕
跡
を
残
す

も
の
が
あ
り
特
徴
的
で
あ
る
。

一
一
～
二

一
は
有
蓋
高
杯

で
あ
る
。
二
〇

・
二

一
は
脚
部
の
み
で
あ
る
が
、
蓋

の
点
数
か
ら
し
て
他
と
同
様
の
有
蓋
高
杯

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
杯
部
は
釜
形

を
呈
し
て
お
り
、
深
め
の
体
部

に
な
る
。

口
縁
部
は
短
く
内
傾
さ
せ
て
お
り
、
口

縁
端
部
は
蓋
と
同
様
に
や
や
面
を
も
た
せ
る
も
の
と
丸
く
仕
上
げ
る
も
の
の
二
者

が
あ
る
。
受
部
は
極
端
に
短
く
外
L
方

に
取
り

つ
け
、

一
一
～

一
三
の
よ
う
に
丸

く
太
め
に
作
る
も
の
と
、

一
八

・
一
九
の
よ
う
に
細
く
す
る
も
の
が
あ
る
。
体
部

外
面
の
上
部
に
は
、
二
本

の
凹
線

で
区
画
し
た
中
に
波
状
文
を
巡
ら
し
て
い
る
。

ド
部
は
、
回
転
箆
削
り
を
施
し
て
い
る
。
内
面
に
は
、
蓋
と
同
様
の
当
て
具
の
痕

跡
を
認
め
る
も
の
が
多
く
あ
る
。

脚
部
は
、
杯
部
と
の
接
A
口部
が
よ
く
す
ぼ
ま
り
、
「
ハ
」

の
字
形
に
直
線
的
に

開
い
て
下
部

で
や
や
屈
曲
し
て
広
が
る
。
脚
端
部
に
は

一
条
の
凸
帯
を
巡
ら
し
、

上
方
に
太
く
短
く

つ
ま
み
出
し
て
い
る
。
端
部
は
平
坦
に
仕
上
げ
る
も
の
と
、
丸

く
仕
上
げ
る
も
の
が
あ
る
。

一
四
は
、
中
段
に
円
形
の
透
し
を
穿
孔
す
る
唯

一
の

例
で
あ
り
、
四
方
透
し
に
な
る
。
脚
部
外
面
は
、
縦
方
向
の
粗
い
箆
削
り
を
行

っ

た
後
、
ナ
デ
を
施
す
特
徴
が
あ
り
、
内
面
は
絞
り
込
み
の
痕
跡
を
消
し
て
い
る
。

甕
に
は
二
重
口
縁
に
な
る
二
五
と
、
屈
曲
を
も
た
な
い
二
六

・
二
七
が
あ
る
。

二
五
は
、
口
頸
部
で
軽
く
屈
曲
し
て
直
線
的
に
開
く
。
屈
曲
部
の
稜
は
、
太
く
丸

く
仕
上
げ
、
口
縁
端
部
は
段
を
も
た
せ
る
が
、
太
目
で
あ
る
。
二
六

・
二
七
は
、

口
縁
端
部
を
丸
く
仕
上
げ
、
そ
の
下
に
太
い

一
条
の
凸
帯
を
巡
ら
す
。
さ
ら
に
頸

部
に
は
、
凹
線
と
凸
帯
を
巡
ら
し
て
区
画
を
作
り
、
そ
の
中
に
波
状
文
を
施
し
、

二
七
は
最
下
段
に
列
点
文
を
配
し
て
い
る
。
三

一
の
口
頸
部
は
や
や
小
型
で
あ
る

が
、
同
じ
形
態

で
あ
る
。
甕
の
外
面

に
は
格
子
目
叩
き
と
平
行
叩
き
目
を
残
す
も

の
が
あ
り
、
内
面
は
て
い
ね
い
に
消
し
て
い
る
。

器
台
に
は
二
種
類
あ
る
。
何
れ
も
高
杯
形
器
台
で
あ
る
が
、
三
三
は
直
立
す
る

頸
部
に
外
反
す
る
口
縁
部
を
付
け
る
。
口
縁
端
部
は
上

・
下
方
に
丸
く

つ
ま
み
出

し
て
お
り
、
凹
線
状

に
窪
ん
で
い
る
。
頸
部
に
は
三
条
の
太
く
丸
い
凸
帯
を
付
け
、

そ
の
下
に
箆
描
き
の
鋸
歯
文
を
施
す
。
鋸
歯
文
は
断
片
で
あ
る
が
、
山
形
に
な
り
、

そ
の
中
に
右
上
り
の
平
行

の
箆
描
き
を
い
れ
て
い
る
。

三
四
は
深
い
杯
部

に
、
安
定

の
よ
い
直
線
的

に
延
び
る
脚
部
を
付
け
た
大
型
の

器
台

で
あ
る
。
高
杯
部

の
体
部
は
、
丸
く
カ
ー
ブ
を
描
い
て
内
湾
し
、
口
縁
部
付

近

で
軽
く
外
反
す
る
。

口
縁
端
部
は
面
を
も
た
せ
て
仕
上
げ
る
。
そ
の
下
に
は
二

条

一
組

の
凸
帯
を
三
帯
と
、
最
下
段
に

一
条

の
凹
線
を
巡
ら
し
、
上
三
段
に
波
状

文
と
下
二
段

に
列
点
文
を
配
す
る
。
脚
部

に
は
二
条

一
組
の
凸
帯
を
四
帯
巡
ら
し
、
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そ
の
中

に
波
状
文
と
方
形
の
透
し
を
配
し

て
い
る
。
透
し
は

「千
鳥
形
」
に
配
置

し
て
い
る
。
脚
端
部
は
面
を
も

つ
が
比
較
的
丸
く
仕
上
げ
、
そ
の
上
に

一
条
の
太

い
丸

い
凸
帯
を
付
け
て
い
る
。

三
五
は
三
四
に
比
べ
て
や
や
小
型
で
あ

る
。
脚
部
の
上
端
が
す
ぼ
ま
り
、
ゆ
る

や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
広
が
る
。
三
四
と
同
様
に
四
帯
の
凸
帯
群
を
も

つ
が
、
下
の

二
段
は
三
条
の
凸
帯
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
文
様
帯
に
は
、
波
状
文
と
三
角
形
の

透
し
を
配
す
る
が
、
透
か
し
は
並
列
に
な

る
。
脚
部
端
部
は
丸
く
仕
上
げ
、
そ
の

直
上

に

一
条
の
細
い
凸
帯
を
付
け
る
。

一
ご
一～
二
四
は
、
主
体
部
周
辺
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
二
二
は
醜
で
あ
る
。
逆

「
ハ
」
の
字
形
に
直
線
的
に
開
く
口
頸
部

に
、
「玉
葱
」
形
の
扁
平
な
体
部
を
付
け

る
。
頸
部
と
体
部
の
接
合
部
は
よ
く
締
ま

っ
て
い
る
。
口
頸
部
に
は

一
条
の
稜
を

付
け
る
が
、
屈
曲
し
な
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
上
に
波
状
文
を
巡
ら
す
。
口

縁
端
部
は
太
く
肥
厚
す
る
。
肩
部
に
は
二
帯
の
凹
線
に
よ
り
文
様
帯
を
作
り
、
そ

の
中

に
波
状
文
を
巡
ら
す
。
底
部
内
面
に
は
突
き
込
み
痕
を
認
め
る
。

二
一二
は
把
手
付
き
椀
で
あ
る
。
平
ら
な
底
部
に
膨
ら
み
を
も

つ
体
部
を
付
け
、

そ
の
上

に
短
く
屈
曲
し
た
口
縁
部
を
付
け

る
。
体
部
に
は
二
条
と

一
条
の
凹
線
を

巡
ら
し
、
そ
の
中
に
波
状
文
を
配
し
て
お
り
、
肩
部
に
は
列
点
文
を
施
し
て
い
る
。

口
縁
端
部
は
丸
く
太
く
作
る
。
体
部
に
は
大
型
の
把
手
が

つ
く
が
欠
損
し
て
い
る
。

底
部
外
面
は
不
定
方
向
の
箆
削
り
を
行
い
、
底
部
面
に
は
製
作
時
の
輔
輔
盤
の
痕

跡
と
い
わ
れ
て
い
る
、
所
謂

「ゲ
タ
」
の
痕
跡
が
残
る
。

二
四
は
直
口
壺
で
あ
る
。
や
や
開
き
気
味
の
口
頸
部
に
、
胴
径
が
大
き
い

「玉

葱
」
形
の
体
部
を
付
け
る
。
口
頸
部
に
は
丸
目
の
や
や
太
い
二
条
の
凸
帯
を
配
し
、

そ
の
中

に
波
状
文
を
巡
ら
す
。
口
縁
端
部
は
丸
く
仕
上
げ
る
。
肩
部
は
凹
線
に
よ
っ

て
区
画
を
設
け
、
そ
の
中
に
波
状
文
を
配
し
て
い
る
。
底
部
内
面
に
は
突
き
込
み

痕
が
明
瞭

に
残
る
。

以
上
が
堂
山

一
号
墳
出
土
の
須
恵
器
の
概
要

で
あ
る
。
相
対
的
に
初
期
の

一
群

で
あ
り
、
形
態
や
端
部

の
特
徴
、
文
様
構
成
や
技
法
は
古
式
に
属
し
、
新
段
階
の

須
恵
器
の
混
入
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
久
米
田
古
墳
群
の
資
料

久
米
田
古
墳
群
は
、
大
阪
府
岸
和
田
市
久
米
田
に
所
在
す
る
古
墳
群
で
あ
る
。

和
泉
山
脈
か
ら
北
西
に
派
生
し
た
低
丘
陵

の
先
端
部
付
近
に
存
在
す
る
古
墳
群
で

あ
り
、
元
来

一
〇
数
基

の
群
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
七
基
の

古
墳
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
中
に
は
、
全
長
約

一
三
五

m
を
測
る
貝
吹
山
古
墳
や
、

全
長
約
七
〇

m
の
風
吹
山
古
墳
等
の
大
型
古
墳
を
含
む
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、

こ
の
貝
吹
山
古
墳
と
風
吹
山
古
墳
の
ほ
ぼ
中
間
に
所
在
す
る
方
墳
か
ら
出
土
し
た

　
　

　

も
の
で
あ
る
。
方
墳

の
西
側
に
は
隣
接
し
て
無
名
塚
古
墳
が
存
在
す
る
。

方
墳
は

一
辺
約

=
二
m
の
規
模
を
も
ち
、
周
囲
に

一
・
五
～
二

m
の
周
溝
を
巡

ら
す
が
、
北
西
部
と
東
側
の
コ
ー
ナ
ー
部
が
途
切
れ
て
い
る

(第
五
図
)
。

し
か

し
、
周
溝

の
深
さ
が
○

・
二

m
し
か
残

っ
て
い
な
い
た
め
、
本
来
の
姿
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
主
体
部
等
の
施
設
は
不
明
で
あ
る
。
周
溝
か
ら
は
、
須
恵
器
片
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と
共
に
埴
輪
片
も
出
土
し
て
お
り
、
須
恵
器
は
主
に
北
西
と
南
東
の
周
溝
か
ら
出

土
し
、
他
の
周
溝
か
ら
は
少
量
で
あ
る
と
い
う
。

本
来
須
恵
器
が
ど
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。
周
溝
の
調

査
で
は
、
最
下
層
に
埴
輪
と
土
師
器
の
堆
積
が
あ
り
、
そ
の
上
に
須
恵
器
が
堆
積

し
て
い
た
状
況
が
認
め
ら
れ
る
と
い
い
、
出
土
場
所
と
の
関
係
か
ら
、
元
は
ほ
ぼ

完
形
に
近
い
状
態
で
据
え
ら
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
墳
丘

上
あ
る
い
は
墳
丘
斜
面
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
が
転
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
も
、
以
下
の
須
恵
器

で
わ
か
る
よ
う
に
、
短
期
間
の
時
期
の
間
に
転
落
し
て
、

埋
没
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
出
土
須
恵
器
に

つ
い
て
見

て
み
よ
う

(第
六

・
七
図
)
。
出
土
須
恵
器

に
は
、
有
蓋
高
杯
二
点
以
上
、
無
蓋
高
杯
二
点
以
上
、
蓋
九
点
以
上
、
杯

一
点
、

把
手
付
台
付
壺

一
点
、
耳
付
壺

一
点
、
小
型
壺

一
点
、
有
蓋
長
頸
壺
二
点
、
甕
三

点
以
上
、
筒
形
器
台

一
点
以
上
、
高
杯
形
器
台
二
点
以
上
、
把
手
付
不
明
品
が

一

点
あ
る
が
、
数
量
に

つ
い
て
は
今
後

の
整
理
状
況
に
よ
り
多
少
変
化
す
る
。
こ
れ

は
、
古
墳
が
か
な
り
の
削
平
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
当
初
の
状
態

を
表
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
特

に
、
蓋
が
九
点
以
上
存
在
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
来

セ
ッ
ト
関
係
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
高
杯

の
点
数
が
極
端
に
少

い
点
や
、
細
片

の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
数
量
的
な
問
題
は
残
る
。

三
六
～
四
三
は
蓋

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
有
蓋
高
杯
と
セ
ッ
ト
を
な
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
三
六

・
三
八
の
つ
ま
み
は
小
振
り
で
あ
り
、
上
方

に
や
や
開
く
。
天
井
部

は
比
較
的
平
ら
な
も
の
と
、
や
や
膨
ら
み
を
も

つ
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
天
井
部
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と
口
縁
部
を
分
け
る
稜
は
、
三
六
～
三
八

の
よ
う
に
異
常

に
突
出
す
る
も
の
と
、

短
め
に
張
り
出
す
も
の
が
あ
る
が
、

一
様

に
鋭
く
突
出
さ
せ
る
傾
向
が
強
い
。

口

縁
端
部
は
丸
め
に
仕
上
げ
る
も
の
が
主
流

で
あ
る
が
、
四
〇

・
四

一
・
四
三
の
よ

う
に
や
や
面
を
も
た
せ
る
も
の
も
あ
る
。
天
井
部
に
は
ほ
と
ん
ど
文
様
が
入
る
。

凹
線
あ
る
い
は
櫛
描
き
文
を
三
帯
巡
ら
し
て
、
そ
の
中

の
二
段

に
列
点
文
を
配
す

る
が
、
最
下
段
の
区
画
帯
を
省
略
す
る
も

の
も
あ
る
。
三
八
は
文
様
帯

に
波
状
文

を
巡
ら
せ
て
い
る
。

四
四
は
杯
で
あ
ろ
う
。
小
型
で
あ
り
器
壁
を
厚
め
に
作

っ
て
い
る
。

口
縁
部
は

短
く
内
傾
し
、
受
部
と
口
縁
端
部
は
丸
く
厚
め
に
作
る
。
底
部
外
面
は
、
ナ
デ
た

痕
跡
を
認
め
る
。

四
五
は
有
蓋
高
杯
で
あ
る
。
深
め
の
形
態
の
杯
部
を
有
す
る
。
受
部

・
口
縁
端

部
と
も
に
丸
く
短
く
突
出
さ
せ
、
口
縁
部

は
や
や
内
反
り
に
な
る
。
杯
部
外
面
は

ナ
デ
成
形
に
よ
る
。
脚
部
は
接
合
部
が
よ
く
締
ま
り
、
柱
状
に
ぎ
み
に
下

っ
た
後
、

下
方
に
か
け
て
開
く
。
中
間
に
二
本
の
凹
線
を
い
れ
、
そ
の
間
に
長
方
形
の
透
し

を
四
方
に
配
し
て
い
る
。
脚
端
部
は
丸
め

に
や
や
肥
厚
し
て
単
純

に
仕
上
げ
、
そ

の
上
部
に
突
帯
を

一
条
巡
ら
す
。
四
六
も
同
様
の
破
片

で
あ
ろ
う
。

五
〇

・
五

一
も
高
杯
の
脚
部
で
あ
る
。
脚
端
部
に
は

一
条

の
突
帯
を
巡
ら
せ
、

端
部
は
丸
め
に
細
く
作

っ
て
い
る
。
五
〇

は
中
間
に
二
条
の
突
線
を
付
け
、
そ
の

中
に
小
型
の
方
形
の
透
し
を
三
方
配
し
て
い
る
。
五

一
は
脚
部
上
部
が
柱
状

に
近

い
形
態
と
な
り
、
器
高
は
高
く
な
る
。
二
条
の
突
帯
の
中
に
、
縦
三
段

の
楕
円
形

に
近
い
刺
突
文
を
五
方
向
に
配
し
、
上
下
突
帯
の
内
側
に
列
点
文
を
巡
ら
す
。
四

八
も
無
蓋
高
杯
の
杯
部
で
あ
ろ
う
。
口
頸
部
に
丸
く
太
め
の
稜
を
有
し
、
口
縁
端

部
は
平
坦
に
な
り
、
や
や
窪
む
。

四
七
は
小
型
器
台
の
可
能
性
が
高
い
。
口
頸
部
に
屈
曲
を
も
ち
、
稜
は
丸
く
張

り
出
す
。
口
縁
端
部
は
面
を
も
た
せ
る
。
四
九

・
五
二

・
五
三
は
脚
台
部
に
違
い

な
い
が
、
全
体
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
。
五
四
は
鉢
形
の
器
形

で
あ
り
、
把
手
付

椀
の
可
能
性
が
高
い
。
体
部
に
屈
曲
部
を
も
ち
、
口
縁
端
部
は
面
を
も
た
せ
て
や

や
外
方
に
つ
ま
み
出
す
。
外
面
に
波
状
文
を
二
条
施
し
て
い
る
。
五
五
は
小
型
の

醜
の
可
能
性
が
高
い
。
五
六
は
脚
付
有
蓋
壺
で
あ
る
。
肩
部
が
直
線
的
に
張
り
、

体
部
下
方
は
丸
く
す
ぼ
ま
る
。
肩
部
に

一
条
と
体
部
下
半
に
二
条
の
凹
線
を
巡
ら

し
、
肩
部
に
は
格
子
の
箆
描
き
文
を
施
す
。
下
半
部

に
は
大
型
の
把
手
が

つ
く
が
、

欠
損
し
て
い
る
。
底
部
外
面
に
は
ナ
デ
を
施
す
。
五
七
は
耳
付
壺
で
あ
る
。
扁
平

な
耳
を
取
り

つ
け
、
中
央
部
に
円
孔
を
い
れ
、
肩
部

に
格
子
の
箆
描
き
文
を
描
く
。

五
八
は
異
形
土
器
で
あ
る
。
鉢
形
の
器
壁
の
薄
い
体
部

に
柱
状
の
把
手
が
取
り
つ

く
。
体
部
の
上
部
が
欠
け
て
い
る
た
あ
全
体
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
外
面
は

丁
寧
に
ナ
デ
て
い
る
。
柱
状
把
手
部
は
、
接
合
部
と
先
端
部
に
段
を
も
た
せ
て
お

り
、
部
分
的
に
削

っ
て
い
る
。
六
四
は
有
蓋
壺
の
口
縁
部

で
あ
る
。
受
部
が
強
く

張
り
出
し
、
体
部
は
下
方
に
直
線
的
に
延
び
る
。

五
九
～
六
三
は
甕
で
あ
る
。

一
応
に
、
太
め
の
丸
く
作
り
出
し
た
突
帯
が
巡
り
、

五
九
は
そ
の
上
下
に
波
状
文
を
入
れ
る
。
六

一
は
短

い
口
頸
部
を
付
け
、
口
縁
端

部
は
平
坦
に
し
て
太
め
に
外
方
に
つ
ま
む
。
甕
の
体
部
に
は
平
行
叩
き
を
残
す
も

の
が
あ
る
が
、
そ
の
上
を
丁
寧
に
ナ
デ
る
も
の
も
あ
り
、
内
面
は

一
様
に
ナ
デ
て

一72一
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い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

(六
一
∵

六
三
)。

六
五
～
七
五
は
器
台
で
あ
る
。
六
五
～
七
〇
は
筒
形
器
台
で
あ
り
、
同

一
個
体

の
可
能
性
が
高
い
が
、
透
か
し
の
形
態

に
長
方
形
と
三
角
形
が
あ
り
、
文
様
も
波

状
文
と
列
点
文
の
二
者
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
検
討
を
要
す
る
。
六
五
の
口
頸
部

は
や
や
内
湾
気
味
に
開
き
、
口
縁
端
部
直
下
に

一
条
と
、
そ
の
下
部
に
二
条
の
太

く
突
出
す
る
突
帯
を
付
け
、
そ
の
中
に
列
点
文
を
配
す
る
。
口
縁
端
部
は
や
や
面

を
も
た
せ
、
軽
く

つ
ま
み
出
し
て
い
る
。
六
六
～
七
〇
の
脚
部
は
、
二
条

一
組
の

太
く
突
出
す
る
突
帯

に
よ

っ
て
文
様
帯
を
作

っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
透
し
と
列
点

文
あ
る
い
は
波
状
文
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
区
画
の
突
帯
の
間
に
列
点
文

・
波
状

文
を
入
れ
る
部
位
も
あ
る
。
六
七
に
は
、
装
飾
の
部
品
が

つ
く
可
能
性
が
あ
る
。

七

一
～
七
五
は
高
杯
形
器
台
で
あ
る
。
七

一
・
七
二
は
同

一
個
体
の
口
縁
部
片

で
あ
り
、
「く
」
の
字
形
に
強
く
屈
曲
し

て
開
く
。

口
縁
端
部
は
や
や
細
め
に
し

て
つ
ま
み
出
す
が
、
丸
く
仕
上
げ
る
。
口
縁
部
の
直
下
に
二
条
の
太
く
突
出
す
る

突
帯
を
巡
ら
し
、
そ
の
下
に
箆
描
文
を
施
す
。
箆
描
文
は
複
合
鋸
歯
文

で
あ
り
、

上
部
は
右
上
り
、
下
部
は
右
下
が
り
の
平
行
の
箆
描
文
を
い
れ
る
。
七
三
は
体
部

片
で
あ
る
。
七

一
・
七
二
と
同

一
個
体
の
可
能
性
が
高
い
。
三
条

の
や
や
太
い
突

帯
を
配
し
て
文
様
帯
を
作
り
、
上
段
は
無
文
と
し
、
そ
の
下

に
は
組
紐
文
、
集
線

文
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
櫛
描
直
線
文
に
よ

っ
て
区
画
し
、
最
下
段
に

は
波
状
文
を
巡
ら
せ
て
い
る
。
内
面
は
丁
寧
に
ナ
デ
て
い
る
。

七
四
は
脚
台
部
で
あ
る
。
「
ハ
」
の
字
形

に
や
や
曲
線
を
描
き
な
が
ら
開
い
て

延
び
る
。
脚
端
部
は
平
坦
に
な
り
先
端
部

は
丸
く
仕
上
げ
る
。
そ
の
上
に
は
、

一

条
の
太
く
突
出
す
る
突
帯
を
巡
ら
す
。
上
方
に
は
、
二
本

一
組
の
太
い
突
帯
を
四

帯
巡
ら
し
、
そ
の
中

に
縦
列
に
な
る
列
点
文
と
長
方
形
の
透
し
を
配
し
て
い
る
。

透
し
は
並
列
形

で
あ
る
。
七
五
も
器
台

の
脚
部

で
あ
る
。
七
四
と
は
形
態
を
異
に

し
て
お
り
、
二
条

一
組

の
区
画
の
中

に
、
三
角
形
の
透
し
を
い
れ
て
い
る
。

以
上
が
久
米
田
古
墳
群
方
墳
出
土

の
須
恵
器
の
概
要

で
あ
る
が
、
相
対
的
に
最

古
段
階

の
須
恵
器
や
陶
質
土
器
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
新
段
階
の
須
恵
器
の
混

入
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

四
、
出
土
須
恵
器
の
検
討

以
上

の
よ
う
に
、
両
古
墳
と
も
に
良
好
な
須
恵
器
を
出
十
し
て
い
た
。
出
土
状

態
は
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
散
乱
し
た
状
態
で

は
な
い
た
め
、
ほ
ぼ
同
時
期
存
在

・
使
用
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
各
古
墳
の
須
恵
器
の
特
徴
を
整
理
し
て
、
該
当
す
る
窯
跡
資
料
と
の
比

較

・
検
討
を
行
い
、
所
属
時
期
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

堂
山

一
号
墳
で
は
、
同
形
態
の
多
量
の
有
蓋
高
杯
が
出
土
し
て
い
る
点
が
特
徴

で
あ
り
、
脚
部
の
手
法
に
も
ほ
と
ん
ど
の
高
杯
で
土
師
器
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ

た
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ら
の
高
杯
が
、
お
お
よ
そ
同

一
窯
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
同

一
窯
に
お
い
て
も
、
端
部
の
仕
上
げ
や
文
様
の
点

で
多
少

の

差
異
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
高
杯
の
例
は
、
該
当
す

る
窯
が
少
な
い
。
有
蓋
高
杯

の
形
態
と
し
て
は
、
第
八
図
八

一
～
八
三
の
よ
う
に
、
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ら

　

O
N
二
一二
一
号
窯
跡

で
や
や
似
た
形
態
の
も
の
も
の
を
認
め
る
。
体
部
に
波
状
文

が
施
さ
れ
、
杯

の
底
部
を
箆
削
り
し
て
い
る
点
や
、
脚
部
の
形
態
も
相
対
的
に
共

通
し
て
い
る
。
ま
た
、
蓋

の
天
井
部
が
か
な
り
丸
み
を
も

っ
て
い
る
こ
と
と
、
天

井
部
に
文
様
を
施
さ
な
い
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
点
も
、
O
N
二
三

一
号
窯
と

通
じ
る
部
分
が
多
い
。

甕
に
つ
い
て
の
特
徴
は
む

つ
か
し
い
が
、
端
部
や
突
帯
の
特
徴
や
、
文
様
構
成

に
お
い
て
は
初
期
の

一
群
と
共
通
し
て
お
り
、
高
杯
脚
部
の
仕
上
げ
と
似
る
。
器

台
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

口
縁
端
部
と
脚
端
部
や
突
帯
の
あ
り
方
は
、
甕
や

高
杯
の
仕
上
げ
と
近
似
し
て
い
る
。
大
型

の
形
態
に
つ
い
て
は
、
T
G
二
三
二
号

窯
か
ら
の
系
譜
が
た
ど
れ
、
外
面

の
文
様
も
こ
れ
に
準
じ
る
。

し
か
し
、
多
少
の
疑
問
も
存
在
す
る
。

三
四
の
大
型
器
台
と
共
に
出
土
し
た
三

三
は
、
箆
描
き
文
を
有
し
て
い
る
。
箆
描

き
文
は
、
O
N
二
三

一
号
窯
跡
で
は
ほ

と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
を
古
相
と
見
る
見
解
も
出
て
こ
よ
う
。
確

か
に
三
四
の
器
台
と
は
作
り
が
異
な
り
、
薄
く
精
巧
で
あ
る
が
、
O
N
二
三

一
号

窯
跡
で
は
組
紐
文
も
わ
ず
か
に
残
る
傾
向

が
あ
る
た
め
、

こ
う
し
た
移
行
期
の
中

で
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

木
下

旦
氏
は
三
五
の
器
台
脚
部
を
新
相

と
捉
え
る
麓
、
脚
部

の
形
態
は
T
G
二

三
二
号
窯
の
段
階
か
ら
安
定
感
の
あ
る
大
型

の
も
の
と
、
器
高

の
や
や
低
い
開
か

な
い
タ
イ
プ
の
二
者
が
存
在
し
て
お
り
、
形
態
に
よ
る
新
古

の
判
断
は
難
し
い
と

考
え
る
。
堂
山

一
号
墳
の
須
恵
器
の
産
地

に

つ
い
て
も
、
陶
邑
窯

で
は
な
く
近
隣

を
含
め
た
周
辺
部
に
存
在
す
る
可
能
性
を
解
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
否
定
し
き
れ

な
い
部
分
も
あ
る
。
筆
者
は
、
現
段
階
で
は
O
N
二
三

一
号
窯
跡
を
含
め
た
陶
邑

窯

の
可
能
性
を
第

一
に
考
え
て
お
き
た
い
。

以
上

の
点
か
ら
、
堂
山
古
墳
の
須
恵
器
は
O
N
二
一二
一
号
窯
跡
の
須
恵
器
と
共

通
す
る
要
素
が
高

い
と
判
断
で
き
る
。
ま
さ
し
く
当
窯
跡
の
製
品
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
ほ
ぼ
同
時
期

の
共
通
し
た
要
素
を
備
え
た
須
恵
器
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

O
N
二
三

一
号
窯
は
、
T
G
二
三
二
号
窯
か
ら
T
K
七
三
号
窯
に
移
行
す
る
段
階

の
も
の
で
あ
り
、
日
本
化

へ
向
か

っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
た
め
、
初
出
段
階
の
様

相
が
部
分
的
に
残

っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
点
で
堂
山

一
号
墳
の
須
恵
器
を
見
る
と
、

前
述
の
器
台
は
古
い
要
素
が
遺
存
し
た
段
階
と
判
断
さ
れ
、
同
時
期
と
考
え
て
も

よ
い
と
判
断
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
堂
山

一
号
墳
の
須
恵
器
は
、
ほ
ぼ
O
N
二
三

一
号
窯
段
階
の

一
括
の
須
恵
器
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
限
ら
れ
た
窯
の
製

品
が
流
通
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
久
米
田
古
墳
群
方
墳
の
須
恵
器
に
つ
い
て
み
よ
う
。
方
墳
の
有
蓋
高
杯

の
蓋
は
、
堂
山

一
号
墳
と
比
較
し
て
、
か
な
り
平
ら
な
天
井
部
を
有
す
る
。
加
え

て
稜
が
鋭
く
、
ま
た
天
井
部
に
企
画
化
さ
れ
た
文
様
帯
を
も
ち
、
列
点
文
や
波
状

文
を
施
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
初
出
期
に
近
い
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は

　
　

　

T
G
二
三
二
号
窯
跡
の
蓋
と
類
似
す
る
。
第
六
図
三
七

・
四
〇
は
、
第
八
図
八
七

・

八
八
の
T
G
二
三
二
号
窯
跡
の
例
と
比
較
し
て
、
形
態
や
稜
の
作
り
方
、
口
縁
端

部
の
仕
上
げ
方
、
さ
ら
に
は
天
井
部
の
文
様
構
成
の
点
で
極
め
て
似
て
い
る
。
久

米
田
古
墳
群
の
そ
の
他
の
蓋
も
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
は
同
じ
で
あ
る
が
、
三
六

・

三
八
は
形
態
的
に
や
や
異
な
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
各
窯
跡
の
中

で

一
般
的
に
見

一76一
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ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
T
G
二
三
二
号
窯
跡
の
中
で
も
同
様
で
あ
る
。

微
妙
に
異
な
る
多
種

の
形
態
が
存
在
す
る

の
は
普
遍
的
で
あ
る
。

無
蓋
高
杯
の
形
態

に
お
い
て
も
T
G
二
三
二
号
窯
跡
資
料
と
共
通
す
る
も
の
が

あ
る
。
四
五
は
第
八
図
九
〇

・
九

一
の
形
態
と
比
較
的
に
似
て
い
る

久
米
田
古
墳
群

で
は
、
四
四
の
杯
が
問
題

に
な
ろ
う
。
四
四
は
小
型
で
あ
り
、

断
面
が
肥
厚
す
る
。
口
縁
端
部
は
面
を
も
た
せ
て
い
る
。
杯
は
T
G
二
三
二
号
窯

跡
と
O
N
二
三

一
号
窯
跡

で
も
わ
ず
か
に
認
め
、
T
K
七
三
号
窯
跡
で
増
加
し
て

く
る
。
特
に
、
T
G
二
三
二
号
窯
跡
の
杯

は
、
不
定
型
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

O
N
二
一二
一
号
窯
跡
に
な
る
と
第
八
図
八
〇

の
よ
う
に
、
T
K
七
三
号
窯
跡
の
杯

に
繋
が
る
形
態
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。

O
N

三
二

号
窯
跡
や
T
K
七
三
号
窯

跡
の
杯
と
比
較
し
た
場
合
、
四
四
は
さ
ほ
ど
共
通
性
を
認
め
な
い
。
O
N
ニ
ゴ
ニ

号

・
T
K
七
三
号
窯
跡
の
杯
は
、
所
謂

「
釜
」
形

に
近

い
形
態

に
な
り
、

口
縁
部

も
内
傾
す
る
も
の
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
四
四
は
両
窯

の
段
階

の
須
恵
器
の
可

能
性
は
非
常
に
少
な
い
と
考
え
た
い
。
四
四
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
胎
土
分
析

の

結
果
で
は
、
陶
邑
窯
の
可
能
性
が
高
い
と

い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。

四
四
が
生
産
さ
れ
た
窯
の
断
定
は
で
き
な
い
が
、
T
G
二
三
二
号
窯
跡

の
段
階

に
は
微
量
で
あ
る
が
既
に
杯
が
存
在
し
て
い
る
の
が
重
要

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
四

四
の
形
態
は
、
法
量
に
お
い
て
若
干
の
違

い
は
あ
る
が
、
T
G
二
三
二
号
窯
跡
出

土
の
有
蓋
高
杯
の
杯
部
と
近
似
し
て
い
る

(第
八
図
八
九

・
九
〇
)
。

さ
ら
に
、

口
縁
端
部
に
面
を
も
た
せ
て
い
る
点
や
、
底
部
外
面
を
雑
に
ナ
デ
て
仕
上
げ

て
い

る
こ
と
も
土
ハ通
し
て
お
り
、
T
G
二
三
二
号
窯
跡
の
段
階
に
極
め
て
近
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

筒
形
器
台
は
、
他
に
ほ
と
ん
ど
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
類
似
例
は
わ
ず

か
T
G
二
三
二
窯
跡
に
お
い
て
見
出
せ
る
。
九

一
は
柱
状
の
形
態
的
の
形
態

で
、

上
下
部
が
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
口
頸
部
の
屈
曲
や
、
細
部
に

お
い
て
は
異
な
る
。
九

一
は
、

一
条

一
組
の
突
帯
を
施
し
、
突
帯

の
引
き
出
し
も

あ
い
ま
い
な
の
に
対
し
て
、
久
米
田
古
墳
群
例
は
二
条

一
組
に
な
り
、
細
部
の
仕

上
げ
も
強
く
精
巧
で
あ
る
点
が
違
う
が
、
比
較
的
形
態
的

に
類
似
す
る
資
料
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

高
杯
形
器
台
も
同
様
で
あ
り
、
口
縁
部
の
形
状
と
文
様

の
あ
り
方
は
同
窯
と
類

似
す
る
。
特
に
、
組
紐
文

・
箆
描
き
文

・
列
点
文

・
集
線
文
は
、
O
N
二
三

一
窯

に
も

一
部
残
る
が
、
ほ
ぼ
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
に
限
定

で
き
る
文
様
と
い

え
、
同
窯
と
の
関
連
性
が

一
番
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
全
体
の
文
様
配

列
等
の
構
成
は
、
全
て
が
T
G
一
三
二

・
二
三
二
号
窯
跡
資
料
と
合
致
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
相
対
的
に
か
な
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、

七

一
～
七
四
の
器
台
は
、
陶
邑
窯
以
外
の
産
地
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
点

で
多
少

の
違

い
が
存
在
す
る
も
の
当
然

の
あ
り
方
で
あ
る
。

久
米
田
古
墳
群

の
須
恵
器
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
四
四
の
杯
や
七

一
～
七
四
の

　
　

　

器
台

以
外

に

つ
い

て
も
胎

土

分

析

が

行

わ

れ
、

産

地

同

定

が

試

み
ら

れ

て

い
る

。

図

示

し

た

も

の

の
う

ち

(第

六

・
七

図
)
、

三

六

～

三

八

・
四
〇

・
四

二

・
四
四

・

四

五

・
五

二

・
五

三

・
五

九

・
六

六

は
、

陶

邑

産

の
可

能

性

が

高

い
と

い
う

結

果

が

で

て
お

り
、

四

三

・
五

〇

・
五

一

・
五
六

・
六

一

・
六

三

・
七

一
～

七

四

に

つ
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い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
産
地
不
明
で
あ
る
が
、
舶
載
品
の
可
能
性
も
考
慮
す
る

必
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
成
果

に
よ
れ
ば
、
久
米
田
古
墳
群
の
須
恵
器

の

一
部
は
、
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
を
含
め
た
陶
邑
窯
で
生
産
さ
れ
、
運

ば
れ
た
可
能
性
が
も
た
れ
る
。

こ
れ
は
前
記
し
た
よ
う
に
、
形
態
の
特
徴
や
技
法

・

文
様
等

の
類
似
性
か
ら
し
て
も
矛
盾
し
な

い
。

こ
う
し
た
陶
質
土
器
の
可
能
性
を
も

つ
も
の
が
共
存
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

七

一
～
七
四
の
器
台
や
五
六
の
把
手
付
有
蓋
壺
は
、
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
T
G

二
三
二
号
窯
跡
と
合
致
す
る
も
の
で
は
な

い
点
か
ら
も
陶
質
土
器
の
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の

一
群
は
、
陶
邑
窯
の
製
品
と
さ
れ
る
も
の
に
比
較

し
て
、
精
巧
度
や
焼
成

・
色
調
の
点
で
差
が
あ
る
が
、
形
態

・
文
様
の
様
式
は
共

通
す
る
要
素
が
多
く
あ
り
、
両
者
は
同
時
期
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

七

一
～
七
四
の
器
台
に

つ
い
て
は
、
韓
国
釜
山
市
福
泉
洞
三

一
・
三
二
号
墳
出
土

　
　

　

の
器
台
と
酷
似
す
る
と
い
う
虎
問
英
喜
氏

の
貴
重
な
報
告
が
あ
り
、
当
時
の
交
流

や
須
恵
器
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。

定
森
秀
夫
氏
も
久
米
田
古
墳
群
方
墳
出
土
遺
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
氏

は
方
墳
出
土

の
遺
物
は
、
陶
質
土
器
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
久
米
田
古
墳
群
に
は

韓
国
釜
山
市
域
、
あ
る
い
は
洛
東
江
下
流
域
と
関
係
を
有
す
る
集
団
が
い
た
と
し
、

　ね
　

大
庭
寺
遺
跡

の
集
団
と
も
関
係
を
も

っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

あ
る
程
度
生
産
地
が
推
定
で
き
る
陶
質
土
器
と
、
比
較
的
類
似
し
た
陶
邑
窯
の

須
恵
器
が
同
時

に
供
給

・
使
用
さ
れ
た
点

は
、
久
米
田
古
墳
群
の
特
色
と
い
え
る
。

小
稿
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
両
生
産
地
の
遺
物
の
存
在
は
、
そ
の
搬
入
経
路

や
そ
れ
を
担

っ
た
集
団
の
性
格
等
が
今
後
重
要
な
問
題
に
な
る
。
さ
ら
に
、
日
本

の
須
恵
器
と
朝
鮮
半
島
の
陶
質
土
器
の
年
代
比
定
に
も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
握

っ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
久
米
田
古
墳
群
方
墳
の
須
恵
器

(陶
質
土
器
)
は
、

比
較
的
短
期
間
の
型
式
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
供
給

・
使
用
さ
れ
た
と
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
最
古

の
須
恵
器
型
式

の
検
討

以
上
の
よ
う
に
堂
山

一
号
墳

・
久
米
田
古
墳
群
方
墳
で
は
、
比
較
的
限
ら
れ
た

窯
の
、
単

一
の
型
式
の
須
恵
器
や
陶
質
土
器
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た

判
断
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
古
墳
に
重
複
し
た
時
期
の
須
恵
器
が
混
在
し
て

い
な
い
点
か
ら
い
え
る
。
久
米
田
古
墳
群

の
陶
質
土
器
は
、
須
恵
器
と
の
年
代
論

や
供
給
者
等
の
考
察
を
可
能

に
し
て
お
り
、
須
恵
器
は
比
較
的
限
ら
れ
た
窯
か
ら

の
供
給
が
予
想
さ
れ
、

こ
れ
も
当
時

の
供
給
体
制
の
考
察
を
可
能
に
し
て
い
る
。

各
古
墳
の
出
土
須
恵
器
に
は
、
大
き
な
型
式
差
や
時
間
差
を
も
た
な
い
点
が
重

要
で
あ
る
。
古
墳

で
の
祭
祀
行
為
、
あ
る
い
は
須
恵
器
の
副
葬
や
供
献
等
は
、
長

期
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
小
古
墳

の
場
合
は
比
較
的

一
時
的

ま
た
は
短
期
間

で
終
了
し
た
状
況
を
示
す
も
の
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
使
用
さ
れ
た

器
物
に
は
、
伝
世
さ
れ
た
も
の
を
含
む
場
合
が
あ
り
、
そ
の
様
相
は

一
様
と
は
い

え
な
い
が
、
堂
山

一
号
墳
と
久
米
田
古
墳
群
の
場
合
に
は
、
か
な
り
短
期
間

の
須

恵
器

・
陶
質
土
器
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
点
は
、
前
項
で
時
期
比
定
し
た
T
G
二
三
二
号
窯
跡
と
O
N
二
=
=

号
窯

跡
が
、
決
し
て
同
時
期
に
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
や
や
時
間
差
を
も

っ
て
操
業

し
た
と
推
測
で
き
る
。
供
給
体
制
の
問
題

は
残
る
が
、
各
窯
が
同
時
期
に
存
在
し

た
な
ら
ば
、
各
古
墳
に
は
両
窯
の
様
相
が
多
数
混
在
し
て
も
よ
い
訳
で
あ
る
。
そ

れ
が
両
古
墳
に
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
前
述
の
通
り
単
独

の
様
相
を
示
し
て

お
り
、
両
窯
を
同
時
期
に
す
る
に
は
危
険

が
大
き
い
。

も
ち
ろ
ん
、
逆
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
。
両
窯
が
併
存
し
て
操
業
さ
れ
、
た
ま

た
ま
運
ば
れ
た
須
恵
器
が
単

一
に
近
い
窯

の
も
の
で
あ

っ
た
と
す
る
推
測
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
各
窯

で
焼
か
れ
た
須
恵
器
が
厳
密
に
窯
毎
で
管
理
さ
れ
、
供
給
す
る

地
域

に
よ

っ
て
明
確
に
区
別
さ
れ
た
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
厳
格
か

つ
複
雑
な
体

制
と
な
る
。
ま
た
、

こ
の
場
合
に
は
、
両
窯
の
系
譜
が
問
題
に
な
ろ
う
。
即
ち
T

G
二
一二
一
・
一
三
二
一は
朝
鮮
半
島
の
伽
耶
地
方
南
部
と
か
な
り
近
い
あ
り
方
を
示

し
、
そ
の
元
郷

の
比
定
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
O
N
二
三

一
号
窯
の
場

合
は
、
直
接

の
元
郷
を
比
定
す
る
の
は
現
在
の
段
階
で
は
む

つ
か
し
い
た
め
、
両

窯
を
時
期
差

で
捉
え
る
方
が
妥
当
性
を
も

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
筆
者
は
両
墳
出
土
の
須
恵
器
を
時
期
差
と
し
て
考
え
、
時
期
が

異
な
る
た
め
に
、
各
古
墳

に
は
時
期

の
異
な
る
各
窯
の
須
恵
器
が
混
在
し
な
い
と

考
え
る
。
堂
山

一
号
墳
や
久
米
田
古
墳
群

の
須
恵
器
は
、
そ
う
し
た
背
景
を
示
す

良
好
な
資
料
と
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

小
稿
の
目
的
は
、
最
古

の
須
恵
器
型
式

の
認
定
と
再
確
認
で
あ
る
。
堂
山

一
号

墳
と
久
米
田
古
墳
群
の
須
恵
器
の
あ
り
方

は
、
T
G
二
三
二
号
窯
跡
と
O
N
二
一二

一
号
窯
跡
が
時
期
差
を
も

っ
て
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
稿
に
お
い
て
、

最
古
の
須
恵
器
型
式
の
設
定
を
行

っ
た
が
、
そ
の
新
旧
関
係
を
そ
の
ま
ま
位
置
付

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
T
G
二
三
二
号
窯
跡
を
最
古
段
階
と
し
て
位

置
付
け
、
次
に
T
K
七
三
型
式
が
く
る
。
T
K
七
三
型
式
は
微
妙
な
時
間
差
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
初
期
段
階
に
O
N
二
一二
一
号
窯
跡
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
設
定
は
、
か
な
り
の
説
得
力
を
も

つ
と
考
え
る
。

お

わ

り

に

今
回
は
取
り
あ
げ
た
須
恵
器
は
、
限
ら
れ
た
古
墳
出
土
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資

料
が
、
須
恵
器
の
新
旧
関
係
を
決
め
る
全

て
で
は
な
い
が
、
小
稿
は
こ
う
し
た
消

費
地
資
料

に
よ
り

一
つ
の
方
向
性
を
示
す
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
前
稿
に
続
い
て
、

T
G
二
三
二
号
窯
跡
か
ら
T
K
七
三
型
式

へ
の
時
期
的
な
変
遷
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
の
須
恵
器
の

一
群
を
最

古
段
階
と
し
て
位
置
付
け
、
「T
G
二
三
二
」
型
式
と
呼
称
し
、
続
く
型
式
を
従

来
通
り
の

「
T
K
七
三
型
式
」
と
し
た
い
。

最
古
の
須
恵
器
を
出
土
し
た
大
庭
寺
遺
跡
で
は
、
T
G
一
三
=

・
二
三
二
号
窯

跡
の
灰
原
の
他
に
、
丘
陵
に
入
り
込
む
谷
や
落
ち
込
み
か
ら
多
数
の
須
恵
器
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
の
灰
原
で
確
認
さ
れ

た
須
恵
器
以
外
に
、
同
時
期
の
多
様
な
形
態
や
文
様
を
も

つ
も
の
が
出
土
し
、
そ

の
他
、
新
段
階
の
須
恵
器
も
多
く
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。
特
に

「
一
〇
」
」
や
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「三
九
三
〇
」
」

の
谷

に
お
い
て
良
好
に
出
土
し
て
お
り
、
か
な
り
新
し
い
段
階

の
も
の
も

「
五
六
〇
」
」

で
出
土
し
て
い
る
。
コ

O
L
」

で
は
、
主

に
T
K
七

三
型
式
か
ら
T
K
二

一
六
型
式

に
か
け
て
の
須
恵
器
が
主
流
で
あ
る
と
い
い
、
大

庭
寺
遺
跡
が
長
期
間
に
わ
た

っ
て
機
能
し

て
い
た
こ
と
が
解
る
。

遺
跡
の
調
査
と
遺
物

の
整
理
を
担
当
し
た
岡
戸
哲
紀
氏
は
、
遺
構
や
遺
物
の
状

態
か
ら
、
小
稿
や
前
稿

で
示
し
た
須
恵
器
窯
跡
や
型
式
変
遷
と
同
じ
く
、
T
G
二

三

一
・
二
三
二
号
窯
跡
か
ら
O
N
二
三

一
号
窯
跡
、
そ
し
て
T
K
七
三
号
窯
跡
か

　け
　

ら
T
K
一
二

六
号
窯
跡

へ
の
変
遷
が
た
ど
れ
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
須
恵
器
の
変

化
は
、

一
時
的
あ
る
い
は
単
発
的
に
海
外

の
影
響
を
認
め
る
も
の
の
、
大
き
く
は

列
島
内
の
変
化
が
主
な
原
因

で
あ
り
、
徐

々
に
変
化
し
な
が
ら
展
開
す
る
と
し
た
。

特
に
、
T
G
二
三

一
・
二
三
二
号
窯
跡

の
後

の
段
階
に
は
、
す
で
に
完
全
に
日
本

化
を
し
て
お
り
、
T
K
七
三
号
窯
跡
以
降
、
随
時
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
と
し
た
。

筆
者
も
同
様
な
見
解
で
あ
る
。

初
期
須
恵
器
を
出
土
す
る
古
墳
や
集
落
遺
跡
は
、
年
々
増
え
て
き
て
い
る
。
良

好
な
状
態
の
も
の
は
多
く
な
い
が
、
四
ツ
池
遺
跡
や
八
尾
南
遺
跡
、
長
原
遺
跡
、

岡
本
山
古
墳
、
野
中
古
墳
を
は
じ
め
、
多
数

に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
遺
跡

で
の
あ
り
方
が
、
小
稿
で
の
結
果
と
軌
を

一
に
す
る
か
否
か
は
、
今
後
の
課
題
と

い
え
る
が
、
今
回
の
成
果
を
基
に
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
作
業
が
、
須
恵
器
の
系
譜
や
地
方
窯
の
展
開
等
、
多
岐
に
わ
た
る
初
期

須
恵
器
研
究
の

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

小
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
大
庭
寺
遺
跡
の
状
況
、
須
恵
器
に
つ
い
て
は
岡
戸
哲

紀
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
久
米
田
古
墳
群

の
資
料

に
つ
い
て
は

虎
問
英
喜
氏
に
ご
配
慮

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1註
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(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

岡
戸
哲
紀

・
藤

田
憲

司
他

『
陶
邑

・
大
庭
寺
遺
跡

』

W

近

畿
自

動
車

道
松

原

・

す

さ
み
線
建
設

に
伴

う
発
掘

調
査
報
告
書

(
『
財
団
法
人

大
阪
府
文

化
財

協
会

発
掘

調
査
報
告
書
」
第
九

〇
輯

財
団
法
人
大
阪
府

文
化

財
協
会

・
大

阪
府

教
育

委
員

会
)

一
九
九

五
年
。

植
野
浩

三

「
最
古

の
須
恵

器
型
式
設
定

の
手
続
き
」
『文

化
財
学
報
」

第

一
三
集

奈
良
大
学
文
学
部
文

化
財
学
科

一
九
九
五
年
。

田
代
克
己

・
瀬

川
健

『
堂
山
古
墳
群
発
掘
調
査
概
要
」

(
『
大
阪
府

文
化

財

調
査
概

要
』

一
九
七

ニ

ー
八

大
阪
府
教
育
委
員
会
)

一
七

九

二
年
。

三
木

弘
他

『
堂
山

古
墳
群
」

(
『
北
河
内

に
お
け
る
遺
跡

の
調
査
』

1

『
大
阪
府

文
化
財

調
査

報
告

書
』

第

四
五
輯

大
阪
府

教
育
委
員
会
)

一
九
九
四
年
。

虎
間
英
喜

『
久
米

田
古
墳
群
発
掘
調
査
概
要
」

1

岸
和

田
市

教
育

委
員
会

一

九
九

三
年
。
虎

間
英

喜

「
久
米
田
古
墳
群

の
初
期
須
恵
器
」
『
韓
式
系
土

器
研
究

」

W

一
九
九

三
年
。
虎
間
英
喜

「
久
米
田
古
墳
群

の
初
期
須
恵
器

・
2
」

『
韓

式
系

土

器
研
究
」

V

一
九
九
四
年
。
三
辻
利

一
・
虎

間
英

喜

「
久

米

田
古
墳

群

の
初

期
須
恵

器

・
3
」
『
韓
式
系
土
器
研
究
」

V

一
九
九
四
年
。

西
口
陽

一

『
野

々
井
西
遺
跡

・
O
N
二
三

一
号
窯

跡
』

1
近
畿

自
動

車
道

松
原

す
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(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

(
H
)

さ
み
線
建

設

に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

ー

(『
財
団
法
人
大
阪
府
埋

蔵

文
化

財
協

会

調
査
報
告
書
』

第
八
六
輯

大
阪
府
教
育
委

員
会

・
財

団
法

人
大

阪
府

埋

蔵
文

化

財
協
会
)

一
九
九
四
年
。

木

下
亘

「堂
山

一
号
墳
出
土

の
須
恵
器
」
『
堂
山
古
墳
群
』

(
『北

河
内

に
お

け

る
遺

跡

の
調
査
」

1

『
人
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
書
」

第

四
五
輯

大

阪
府

教
育

委

員

会

)

一
九

九
四
年

。

前
掲

註

(
1
)。

三
辻
利

一
・
虎

間
英
喜

「
久
米
田
古
墳
群

の
初
期
須
恵
器

・
3
」

『
韓
式

系
十

器

研

究
』

V

一
九
九
四
年
。

虎

問
英
喜

「
久
米

田
古
墳
群

の
初
期
須
恵
器
」
『
韓
式
系
土
器
研
究
』

W

一
九

九

三
年
。

定
森
秀
夫

「
「
陶
邑
」
成
立

に
関
す

る
予
察
」

(『
伽
耶
お

よ
び

日
本

の
古

墳
出

土
遺

物

の
比
較

研
究
」

平
成
四

・
五
年
度
科
学
研
究
費
補

助

金

(
総

合
研

究

A
)

研

究

成

果
報
告

書

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
)

一
九
九

四
年
。

岡

戸
哲
紀

「
1

1
0
」
土
器
溜
り

の
初
期
須
恵
器
」
前
掲
註

(
1
)
。

小
稿
は
、
文
部
省
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

を
含
ん
で
い
る
。

(
一
般

研

究

C
)

の
成

果

の

一
部
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